
　　　　　　　ご　あ　い　さ　つ

つくば市体育協会スポーツ少年団副本部長、サッカー部部長

つくば市サッカー協会Ｕ-12委員会委員長
　　　　　　　　　　寺　口　謙　一
本大会は２００１年に第１回が始まり、大会名は若干変わってはきたものの、通称「ガスカップ」として今年２０１７年で通算第１７回。まさしく西暦とともに、途切れることなく今日まで続いてきました。

その間に、２０１１年には日本女子代表「なでしこジャパン」がワールドカップで優勝し、先だっては、日本男子代表「ＳＡＭＵＲＡＩ　ＢＬＵＥ」が連続６回目となるワールドカップ出場権を獲得し、「世界への扉」をこじ開けることができました。
しかし、扉は開いてもその先には「世界の壁」が行く手を阻み、厳しい試練が待ちかまえていることを何度も経験し、その経験を踏まえて一歩一歩立ち向かっているのが、「日本のサッカー」の現状のような気がします。
本大会第１回に参加した当時Ｕ１１の選手達も、今では２８歳の立派な成人になっていると思いますが、彼ら・彼女たちがこのガスカップで学んだことは、相当な財産となっているはずです。サッカーの楽しさ、くやしさ、友情、そして感謝の気持ち。
そして、このような大会、環境こそが「日本のサッカー」の原動力となっていることは、まぎれもない事実だと確信しております。

そんなサッカーの大会を支えて頂いている、東京ガス株式会社様、つくば市教育委員会様、財団法人研究学園都市コミュニティケーブルサービス様に心より御礼申し上げるとともに、本大会を支える各チーム関係者の方々、運営に当たるスタッフの皆様のご協力・ご尽力に深く感謝申し上げます。
この大会が、今後永きに亘り笑顔が溢れる大会として続きますよう、益々のご高配を賜るようお願い申し上げます。
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